
ＺＥＨ推進協議会 運営委員会（第１７回） 

  

日時：2019年10月29日（火) 

14:00～15:00 

場所：三菱電機東京本社 26階 2606会議室 5 

  

参加委員  ：小山、高橋、関・田代（EW福岡・スカイプ参加） 

司会進行  ：荒川 

オブザーバー：西川・吉井・筒井（パナソニック）、加納（三菱電機）、 

澤崎（リクシル）、今野（YKK AP）、青山（板硝子協会）、中村  10 

欠席    ：布井、宇治田 

※本誌事案は氏名の敬称略 

  

議事次第 

  15 

１．運営委員会 前回議事録の確認 （資料１） 

２．入退会報告 （資料２） 

  

３．議題 

（１） 小山 【検討】 総会・シンポジウム（日程・場所・内容・実行委員長） 20 

ダブル実行委員長：加納さん・西川さん（電気機器メーカー）補佐：荒川さん 

場所：スマイルホール 

日時：現在2020年2月25日、27日空きあり 

 

①小山：テーマとしては「ZEHロードマップ検討委員会の内容の公表を1月にするため、自家25 

消費型ZEHの推進、卒FITと関連したZEHについてかみ砕き意見交換する場にする」の

が自然の流れだろう。 

②西川：1、2月に開催の理由 予算を実行するための補助金、施策の紹介で2020年はオープ

ンな場にする。また2021年の方向性「新しいワード」をアナウンスする場にした

い。 30 
③午前中は総会。午後シンポジウム。総会担当は田代さん、関さん。 

④シンポジウムの基調講演：秋元先生や西村先生にお願いしたい。 

⑤西川：シンポジウムの内容は、秋元先生：ロードマップとEV側の自家消費の話。比嘉さ

ん：エコキュート・蓄電池の自家消費の話、卒FITのモードの話。 

⑥西川：ほかにも日産に太陽光発電委員会で講演をお願いした時の話や、自家消費に向けた35 
新しい取組みを紹介したい。 

・NTT東・西日本のIoT機器(アイセグ２)+光回線サブスクリプションモデル 

・太陽光発電の第三者所有モデル 



⑦西川：基調講演のほかは、パネルディスカッション形式にし、ダイレクトパワー、TEPCO、

京セラ、関電などエネルギー系だけでなく、通信系も含めて開催したらどうか？ 

⑧小山：卒FITの審議会の話：国の住宅側は残したい考え方は変らない。そこはきちんと情報

発信していきたい。 

⑨小山：過去のシンポジウムもビルダーの参加は1～2割。 5 
⑩西川：シンポジウムは、国の言いたいことを代わりに代弁し自家消費を含めこうなります

よと例を示すこと。（シンポジウムと販売・売り方セミナーとの違いを明確にすべ

き。） 

⑪高橋：シンポジウムの内容は、スマートウエルネス・防災の話はどうか？ 

  10 

（２）加納 【報告】 ２０１９/９/１７ 太陽光発電・高度エネマネ委員会／秋元先生セミナー 

①日産のEVの担当からEVの現状の話。秋元先生のZEHロードマップの経過報告の話があった。

賛助メーカーには好評だったのでこの方向で次回以降も進めたい。 

②先進的なビルダーは出席するかもしれない。賛助会員の紹介で参加可能とする。 

③サブスクリプションモデルの話。 15 

・エネルギーベンチャー系（関電の西村先生、ダイレクトパワー） 

・情報通信系 (NTT) 

次回：１２月１２日 ＴＫＰ虎ノ門 １５時～１７時３０分の予定 (確定) 

  

４．普及活動について 20 

（１）小山 【報告】 ２０１９/９/４ 第２７回黒岩知事との”対話の広場”Live神奈川登壇 （資料４） 

①小山：YouTubeにUPされているので見て欲しい。応援登壇に小山さん。高橋さんが聴講。市

民は150名くらいの参加。 

②高校生も知事と堂々と話をして素晴らしい会だった。 

  25 

（２）小山 【報告】２０１９/１０/２３ ZEHビルダー視察研修会について （資料５） 

①アイ・ホームの視察勉強会を開催。アンケート結果は引き続き視察を開催して欲しいと希

望あり。 

②アイ・ホームは先進的でそのまま真似するのは難しいが、刺激になった。 

③次回候補は、エルクホームの予定。 30 

④次回は参加費無償とする。バス代、工務店の謝礼で予算20万円程度で実施。 

   

（３）布井 【予定】２０１２/１２/１２住宅・ビル・施設 Ｗｅｅｋ 登壇 

布井さんが登壇の予定 

  35 

 

 

 

 



（４）小山 【予定】神奈川県工務店向けZEHセミナー（小山＋建産協）（資料６） 

（５）小山 【予定】２０２０/１/２８ 熊本県工務店向けZEHセミナー（小山）（資料６） 

共通事項： 

①収支０円で開催すれば良い。 

②謝礼、交通費は個人向けで、ＺＥＨ協と別の方が良い。 5 

③建産協の資料を使う 

  

5．先導事業活動について 

（１）小山・関 【報告】 補助事業 実施状況報告（IoT、LCCM）（資料７） 

①LCCMは200戸採択されたが、実績は100戸程度であった。 10 

②延長申請したが、今回、延長は認められなかった。 

③今後は国のLCCMの125万円補助金に包含されていく方向。 

  

6．運営について 

（１）小山 【相談】 来年度以降の執行部＆事務局体制について   15 

今回の議事は、なし 

  

7．閉会 


